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塊り を 喜 美 子に 持 つ て 来て くれた。 

其 後、 喫茶店 カツ ミを 宇山 かつ はやめて、 加 津美だ 

け を やる ようにな ると、 桃 代 は 葡萄糖の 代りに、 長唄 

を 喜 美 子に 稽古して やった。 喜 美 子 は 芸妓になる ので 

はなかった が、 一通りの 遊芸 事 は 習って いて、 桃 代が 

長唄の 名取りで あると ころから、 日時 をき めず 暇に 任 

せて、 桃 代の 方から 進んで 教えた。 

喜 美 子 は 私の 前で、 何の はにかみ もな く 三味線 を 手 

に 取る こと もあった。 技倆 はま だ 進んで はいない が、 

覚えた もの は 確実に 自分の ものと してる ところが ある _ 

私の 知って る 限りで は、 彼女 は 「小 鍛冶」 が 好きだ。 



さんだ。 ああい う 独語の あとで も、 桃 代 姐さん だ。 

桃 代 はやって 来る のに 手間取った。 来た 時 は、 少し 

酔って いた。 ちょっと 指先 をつ き、 挨拶 をして、 食卓 

の 横手に ひたと 坐る、 それまで はま あ 形式 だが、 それ 

から 先 もい やに しんみり している。 

「梶 山さん、 わたし 今日は あやまる わ。 御免な さいご 

私の 方 は 見ないで、 眼 を 伏せて いる。 

「すこし、 喜 美ち やん を いじめす ぎたら しいの よご 

「そんな ことなら、 僕に あやまる こと はない じ やない 

ゝ o _ 

力 」 

「そうだ けれど、 梶 山さん にも 関係が あってよ。 昼間、 



まって、 形体 も 見分けが つかない。 彼女 は その 体軀ご 

とに どこかへ 脱け 出して しま つ たかの よう だ。 

ちょっと ひっそり とした 一刻の 合間だった。 婆や さ 

んが お茶 を いれて くれる だけの 時間に、 私 は 告別 をす 

ました。 身寄りの 者 だとい う 中年の 女が 出て 来て、 言 

葉 少なに 挨拶 をした 機会に、 私 は 席 を 立った。 玄関に 

訪れて 来た 数人の わき を、 私 はすり ぬけて、 表に 出た。 

喜 美 子 は あとに 居残 つたら しい。 

そして 加津 美の 二階の 室で、 私 は 桃 代の 死 を はっき 

り 感じ、 同時に、 彼女の 姿 を まざまざと 思い 浮べた。 

私に とって は、 彼女 は そこにし か 存在 しないの だ。 I 



I そうだ、 ほかの 何処に も 彼女 はいない。 その 室に だ 

け、 つまりお 座敷に だけ、 彼女 はいるの だ。 

その 彼女 は、 いつも 髪 をき れいに 結って いる。 どん 

なに 乱酔しても その 髪 を 乱さない。 顔から 肩に かけて、 

いつも 白粉が ぬられて いて、 決して 素肌 を 見せない。 

水で 洗っても それ は 落ちないだろう。 眉が 太く、 眼が 

近視ら しく、 大まかな 顔 立 だが、 なに か 巧妙な 糸で 操 

るよう な 微妙な 表情 をしながら も、 決して 相好 を 崩す 

という ことがない。 大きく 衣紋 をぬ いた 着附 だが、 襟 

元はき つちり 合さって、 帯 は 常に 寸分の 狂い もない 位 

置に 定着して いる。 上半身 は 反り 加減に、 胸 も 背 も 板 
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